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登 山 計 画 書 を 出 し ま し ょ う

　

恒
例
の
新
年
会
が
、
平
成
29
年

１
月
28
日
（
土
）
午
後
３
時
30
分

か
ら
上
越
市
ホ
テ
ル
ハ
イ
マ
ー
ト

直
江
津
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

県
下
各
地
か
ら
23
団
体
58
名
の
岳

友
が
集
ま
っ
た
。

　

阿
部
信
一
会
長
か
ら
「
ま
ず
は

昨
年
の
９
月
の
日
山
協
主
催
の
中

高
年
安
全
登
山
指
導
者
講
習
会
東

部
地
区
を
無
事
終
了
さ
せ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
関
係
さ
れ
た
方
々
へ

の
謝
辞
が
あ
っ
た
。

　

８
月
11
日
に
は
じ
め
て
実
施
さ

れ
た
山
の
日
に
つ
い
て
、
７
月
25

日
の
第
62
回
弥
彦
山
た
い
ま
つ
登

山
祭
を
本
会
で
は
そ
の
記
念
行
事

と
し
て
実
施
し
た
。
多
く
の
参
加

が
あ
り
、
ご
協
力
に
感
謝
の
意
を

表
し
た
。
今
年
以
降
も
引
き
続
き

記
念
行
事
と
し
て
実
施
す
る
の

で
、
多
く
の
加
盟
団
体
か
ら
是
非

参
加
し
て
欲
し
い
と
呼
び
か
け

た
。

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が

競
技
種
目
と
な
っ
た
。
統
括
す
る

日
本
山
岳
協
会
は
日
本
山
岳
・
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
へ
と

名
称
変
更
す
る
。

　

県
内
の
選
手
の
活
躍
も
素
晴
ら

く
、
岩
手
国
体
で
は
、
少
年
男
子

が
リ
ー
ド
競
技
５
位
、
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
競
技
で
７
位
と
入
賞
し
た
。

ま
た
、
田
中
修
太
選
手
や
栗
田
湖

有
選
手
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
中
国

大
会
へ
の
出
場
権
利
を
得
て
、
栗

田
選
手
は
７
位
と
健
闘
し
た
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
年
春
に
は
、
新
潟
百
名
山
の

改
訂
版
が
出
版
さ
れ
る
。
執
筆
に

携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
謝

意
が
表
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
１
年
安
全
で
楽

し
い
登
山
が
出
来
る
こ
と
を
祈
念

す
る
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
長
岡
ハ
イ
キ
ン
グ
ク

ラ
ブ
杉
本
敏
氏
が
昨
年
の
11
月
永

年
の
自
然
保
護
活
動
が
認
め
ら
れ

藍
綬
褒
章
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
が

披
露
さ
れ
、
杉
本
敏
氏
か
ら
ご
挨

拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
橋
本
正
巳
顧
問
の
御

発
声
に
よ
り
開
宴
。
各
地
区
か
ら

参
集
し
た
大
勢
の
山
仲
間
の
交
流

や
情
報
交
換
が
賑
や
か
に
行
わ
れ

た
。
広
い
県
内
で
日
頃
疎
遠
に
な

り
が
ち
だ
が
、
お
酒
が
入
る
ほ
ど

に
交
流
の
輪
が
広
が
り
、
賑
や
か

さ
も
増
し
あ
っ
と
い
う
間
に
終
了

の
時
間
を
迎
え
た
。

　

名
残
は
尽
き
な
い
が
、
遠
藤
家

之
進
正
和
顧
問
の
気
合
の
入
っ
た

万
歳
三
唱
で
お
開
き
と
な
っ
た
。

平
成
29
年
新
年
会
が
開
催
さ
れ
る
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残
雪
期
安
全
登
山

　
　
講
習
会
を
終
え
て

 

遭
難
対
策
委
員
長　

　

 

井　

春
文

　

３
月
12
日
、
南
魚
沼
市
坂
戸
山

に
於
い
て
、
残
雪
期
安
全
登
山
講

習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
小
雪
の
た
め
場
所
を
威

守
松
山
に
変
更
し
て
行
っ
た
が
、

リ
ベ
ン
ジ
の
今
年
は
程
よ
い
積
雪

で
好
天
の
好
条
件
の
下
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

講
師
に
新
潟
県
警
遭
難
救
助
技

能
指
導
官
、
玉
木
大
二
朗
氏
、
参

加
者
は
29
名
。
コ
ー
ス
は
一
般

ル
ー
ト
を
避
け
寺
个
鼻
か
ら
西
に

派
生
す
る
尾
根
か
ら
寺
个
鼻
尾
根

経
て
山
頂
。
下
山
は
薬
師
尾
根
の

ル
ー
ト
を
選
ん
だ
。

　

雪
は
当
日
未
明
か
ら
の
冷
え
込

み
で
、
か
ろ
う
じ
て
締
ま
っ
て
く

れ
た
。
４
班
編
成
で
ア
イ
ゼ
ン
を

装
着
し
、
長
尾
政
景
公
墓
所
よ
り

取
り
付
く
。

　

読
図
、
歩
行
術
、
残
雪
期
の
注

意
点
な
ど
を
講
習
、
３
０
０
ｍ
付

近
の
稜
線
上
に
て
セ
ル
フ
ビ
レ

イ
、
確
保
方
法
な
ど
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
の
実
技
を
行
っ
た
。

　

こ
こ
か
ら
ワ
カ
ン
に
変
え
頂
上

を
目
指
す
。
頂
上
で
は
玉
木
大
二

朗
氏
よ
る
講
話
、
長
野
県
の
防
災

ヘ
リ
事
故
の
経
緯
、
遭
難
経
験
者

が
そ
の
後
現
場
を
見
に
行
き
再
び

遭
難
を
し
た
話
な
ど
、
興
味
深
い

お
話
を
頂
い
た
。

　

展
望
が
よ
く
守
門
岳
か
ら
苗
場

山
、
鳥
甲
山
方
面
ま
で
ぐ
る
り
と

見
渡
し
て
の
昼
食
後
下
山
。
初
級

か
ら
上
級
者
ま
で
の
参
加
と
な
り

楽
し
み
な
が
ら
の
講
習
会
と
な
っ

た
。

　

講
師
の
玉
木
さ
ん
、阿
部
会
長
、

楡
井
理
事
長
、
遠
藤
編
集
委
員
長

に
は
お
忙
し
い
中
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
参
加
し
て
頂

い
た
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

内
容
的
に
は
不
備
な
点
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
何
か
残
る
も

の
が
あ
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
こ

の
山
は
、
正
月
を
含
め
一
年
を
通

じ
て
多
く
の
人
が
登
っ
て
い
ま

す
。
マ
ン
サ
ク
か
ら
始
ま
り
多
く

の
花
も
見
ら
れ
ま
す
。
機
会
が

あ
っ
た
ら
ま
た
お
越
し
く
だ
さ

い
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想

 

新
潟
山
岳
会 �

植
木　

聡
明

　

山
岳
会
に
入
り
半
年
に
な
り
ま

す
。
安
全
登
山
講
習
会
と
い
う
こ

と
で
、
登
山
の
基
本
を
学
び
た
く

今
回
の
講
習
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

坂
戸
山
へ
は
初
め
て
で
、
晴
天

に
も
恵
ま
れ
登
山
口
に
到
着
す
る

ま
で
に
、
す
で
に
周
囲
の
山
々
に

感
動
す
る
ば
か
り
。
心
が
踊
り
ま

す
。

　

講
習
会
に
は
約
30
名
が
４
班
に

分
か
れ
出
発
。
用
意
さ
れ
た
地
形

図
を
手
に
コ
ン
パ
ス
を
使
い
な
が

ら
の
読
図
。
こ
れ
か
ら
次
の
地
点

ま
で
ど
の
く
ら
い
の
距
離
が
あ

り
、
ど
の
く
ら
い
の
登
り
に
な
る

か
な
ど
読
み
取
り
な
が
ら
歩
き
、

危
険
を
予
測
し
な
が
ら
の
ル
ー
ト

　

昨
年
12
月
の
糸
魚
川
市
の
大
火

被
災
者
を
支
援
し
よ
う
と
加
盟
団

体
に
呼
び
掛
け
た
義
援
金
は
、
18

加
盟
団
体
か
ら
１
７
８
︐
８
７
０

円
、
14
名
の
個
人
か
ら
６
１
︐
０

０
０
円
の
合
計
２
３
９
︐
８
７
０

円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
３
月
24
日
、
地
元
の

猪
又
定
次
氏
︵
い
り
や
ま
山
岳

会
︶、
中
村
光
信
氏
︵
い
り
や
ま

山
岳
会
︶、
本
間
政
一
氏
︵
糸
魚

川
山
岳
会
︶
の
３
氏
が
協
会
を
代

表
し
て
糸
魚
川
市
長
へ
贈
呈
致
し

ま
し
た
。
市
長
か
ら
感
謝
の
気
持

ち
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
こ
こ

に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

 

（
米
田
市
長
へ
贈
呈
）

糸
魚
川
大
火
義
援
金
を

　
　
　
　
　
糸
魚
川
市
に
贈
呈

 

会
長　

阿
部　

信
一
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　　　日　時　　平成29年１月28日（土）午後１時40分～午後３時まで
　　　場　所　  ホテルハイマート直江津（上越市中央１-２-３） 
　　　出席者　　25名（役員26名のところ20名出席、過半数により理事会成立）
　　　　　　　　　　（顧問・参与15名のところ４名出席、監事１名出席）
　　　開　会　　会長挨拶 
議　事
１　新潟新100名山・ゆっくり50選について
　「新潟新100名山」は、執筆担当や地区担当者による校正を２月３日までに終えて４月には出版される予
定である。また「ゆっくり50選」はすでに原稿はそろっているが新潟日報事業社で写真の補足撮影を行い５
月の連休明けに出版予定である。「登山ポスト」の設置の再確認をしたいと考えているところである。（佐
久間副理事長）
２　中高年安全登山指導者講習会（東地区）について
　９月23日から25日までの三日間、中高年安全登山指導者講習会東部地区が新潟市西区赤塚のメイワサンピ
アと角田山を会場に開催された。受講者は47名でうち県内参加者は９名、ほかに講師やスタッフなどで10名
ほど、県山協からは22名が参加して総勢80名弱の規模の講習会となった。概要をまとめた報告書はすでに各
加盟団体に送付してある。なお、来年は静岡県での開催予定。ご協力ありがとうございました。（楡井理事
長）
３　三条おいらく山岳会の新規加盟について
　三条おいらく山岳会（会員数約170名）が平成29年４月から入会したいとして入会申請書が提出された。
理事会では満場一致で入会を承認した。（楡井理事長）
４　日本山岳協会の名称変更について
　日本山岳協会は、昨年11月の臨時総会で「日本山岳協会」から「日本山岳・スポーツクライミング協会」
への名称変更を決議した。2020年の東京オリンピック開催にあたり「スポーツクライミング」という名称を
協会名に加える必要があると判断したことによるもの。日本山岳協会の八木原会長の強い意向もあり、各都
道府県の山岳連盟（協会）からの反発があったが、最終的には賛成多数で承認された。具体的には来年４月
からの改称となるが、各山岳連盟（協会）の名称が連動することはない。当然ながら新潟県山岳協会の名称
変更はない。（阿部会長）
理事：阿部会長は臨時総会でどういう立場をとったのか。
会長：基�本的には反対するつもりだったが、オリンピック競技ではスポンサーとの関係もあり日山協幹部の

苦悩も垣間見えた。フリークライミングをやっている人と山岳競技には大きな乖離がある。今後の
ことを考え最終的にはやむを得ないものと判断して賛成の立場をとった。

フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
。

　

途
中
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
技
や

雪
山
の
歩
き
方
、
雪
山
の
怖
さ
も

教
わ
り
な
が
ら
楽
し
い
山
登
り
で

山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

山
頂
で
は
３
６
０
度
の
パ
ノ
ラ

マ
に
改
め
て
山
登
り
の
魅
力
を
感

じ
、
疲
れ
も
ど
こ
か
に
す
っ
飛
ん

で
い
ま
し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
経

ち
、と
て
も
充
実
し
、勉
強
に
な
っ

た
講
習
会
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

こ
の
よ
う
な
講
習
会
が
あ
り
ま
し

た
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ

れ
か
ら
も
長
く
長
く
山
登
り
の
魅

力
に
は
ま
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

講
師
の
皆
様
、
参
加
さ
れ
た
皆

様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成２８年度　第２回理事会議事概要
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理事：�日山協の常務委員会に出席している立場からひとこと。国体の山岳競技は既にスポーツクライミング
のみとなっている。今回の名称変更を受けて国体の「山岳競技」という名称も変わる方向になるので
はと思う。

理事：オリンピック選手は日本山岳・スポーツクライミング協会の推薦になるのか。
理事：そのとおり。選手登録を日山協にすれば誰でもなれる。加盟団体への加入は条件ではない。
会長：�日本山岳協会の名称変更はすでに決定されている。また選手登録は個人的なことだが組織としてどの

ように関わるのかはこれからの問題。少年男女とも成績を残して活躍中である。協会としても応援し
たいが費用面では課題が多い。

５　各委員会の活動報告について
（１）総務委員会
　　　賛助会員は31名となった。本日、新年会を予定通り開催する。（宮崎委員長）
（２）指導技術委員会
　　�　公認指導者登録更新のための義務研修に安全登山研修会と自然保護研修会を登録した。今後の実施事

業としては２月18日～19日に冬山講習会を開催予定である。毎年６月に日山協が実施している指導技術
委員会で「義務研修」の取扱いが厳しくなっていると説明されている。引き続き留意してほしい。（堀
口委員長）

（３）遭難対策委員会
　　�　秋に実施している安全登山研修会講習会・救急法講習会は、９月に「中高年安全登山指導者講習会」

が実施されたため中止とした。今後は３月12日に積雪期の安全登山講習会を開催する予定だが、積雪の
状況で会場を「坂戸山」から「八海山」に変更する可能性がある。また、参加者のなかで指導員資格を
持っている人は申込書に印を付けてほしい。（井委員長）

（４）自然保護委員会
　　�　11月22日の新潟県との懇談会は新山協ニュースに載せたので見てほしい。門内小屋の屋根補修は雨漏

り修繕のみで、来年は本格修繕になる。以東岳の小屋は基礎工事が行われ小屋の建設は来年になる。日
山協の自然保護委員と環境省の自然公園指導員で不公平があるという意見があった。12月27日、飯豊保
全の幹事会で来年９月11日～12日あたりに種蒔山近辺で実施されることとなった。また飯豊の保全活動
で効果が上がっているのは御西岳、梶川下部、天狗ノ庭である。一方、梶川上部や玄山道では改善どこ
ろか悪化しているので今後はこちらの方へ集中したらどうかとの意見があった。今後も継続することに
なるので皆さんの参加をお願いしたい。（伊藤委員長）

　　�　昨年、更新して日山協の自然保護指導員は47名となった。登録数は全国４位となっている。（坂野副
委員長）

　　�　写真展は12月にふるさと村、３月からホテルセンチュリーイカヤ「学びの館」、４月関川村で実施、
その後には県庁西回廊を予定している。皆さんからの出品をお願いします。（本間参与）
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（５）競技委員会
　　�　12月12日の県体協のオフシーズンヒアリングで、今年度の大会結果やジュニアの育成状況などを報告

するとともに来年度の強化費に関する説明を行った。あわせて少年男女が海外大会で好成績を残してい
るので補助について県体協に検討を依頼した。また、２月５日に平嶋元（Ａ級ナショナルルートセッ
ター）を招いて福井で国体及び国体移行選手の講習会を実施する予定である。（今井委員長）

（６）ジュニア委員会
　　　９月以降の活動はない。（稲田委員長）
（７）海外登山委員会
　　�　小林委員長は欠席。来年度の東北地区海外登山で小林委員長と新潟山岳会の白倉穂高が「Ｋ２」に行

く予定になっている。（阿部会長）
（８）会報編集委員会
　　�　11月30日に新山協ニュース327号を発行。１月号は印刷中で間もなく発送予定。経費の執行状況は印

刷費143,637円、発送料77,162円で合計220,799円となっている。（遠藤委員長）
６　山の日制定記念「オリジナル手ぬぐい」の決算について
　当初、４色400枚を作製したが、その後に追加があり作成枚数は550枚。単価が１枚600円と割高だったが
完売した。北信越から配分された補助金４万円を加えて精算したが８千円ほど一般会計からの持ち出すこと
となった。（佐藤事務局長）
７　その他
（１）新潟県体育協会表彰、新潟市体育協会表彰
　　①�新潟県体育協会表彰が１月21日に行われ、スポーツ功労賞に阿部会長、公認スポーツ指導者賞に森副

会長、優秀競技者賞に田中修太選手の三名が受賞した。今後、受賞者の推薦は常務理事会などで事前
に意見を聴取して決定することにした。（楡井理事長）

　　②�新潟市体育協会表彰は、２月９日にジュニア優秀競技者表彰受賞として少年女子の「栗田湖有」を表
彰する予定である。（阿部会長）

（２）北信越ブロックの担当について
　　�　北信越ブロックの各担当は年度ごとに決まっている。平成29年度は日山協理事が新潟、北信越国体は

福井、競技委員会ブロック研修は新潟、５県連絡協議会は長野となっている。また、平成30年度は新潟
が引き続き日山協理事（２年交代）、北信越国体は新潟、競技委員会ブロック研修会は石川、５県連絡
協議会は長野となる。この年に福井国体が開催されるので福井は北信越国体に引き続きの開催となる。
（佐藤事務局長）

（３）提案、質疑
　　　○�この度、糸魚川市が大火に見舞われた。糸魚川地区は県山協の歩みの中で重要な役割を果たし現在

も継続されている。県山協の関係者で被災した方はいないが、先例により義援金の募集を提案す

登山・スキーの専門店

新潟店・長岡店
新潟店　新潟市中央区堀之内南1丁目16-52  TEL(025)241-5134㈹
　　　　営業時間／10:00～19:00
長岡店　長岡市古正寺町110  TEL(0258)89-6901
　　　　営業時間／11:00～20:00（火曜定休日）
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汚すまい、この道、この山、この川

る。（七澤参与）
理事長：�加盟団体に呼びかけて義援金を募りたいと思う。来週に送付予定の新山協ニュースに趣意書と払込

用紙を同封する。
　　　○�役員の任期がこの３月で切れる。次の体制について何も提案がないまま終了することになるが、会

長の考えを聞きたい。（遠藤常務理事）
会長：現在調整中である。いろいろ相談することになるのでよろしくお願いしたい。
　以上で終了となった。

日本山岳協会山岳共済会の山岳遭難・捜索保険
　登山中に遭難し捜索・救助費用が発生したときや登山中にケガをしたときなどを補償します。
（加入タイプによって補償内容が変わります）
　詳しくは「日本山岳協会山岳共済事務センター」へお問い合わせください。
　　営業日　月～金　10：00～17：00（土、日、祝祭日除く）
　　〒170－0013　東京都豊島区東池袋３－７－11－707
　　　　　　　　　　 ℡　03－5958－3396　Fax　03－5958－3397
　　ホームページ　http://sangakukyousai.com

ご存知ですか

　今後の行事予定　
平成29年３月25日（土）　　第３回理事会　　　（長岡市　さいわいプラザ）

平成29年４月15日（土）　　平成29年度評議員会・懇親会（長岡市　ホテルニューオータニ）
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賛助会員御入会・御入金のお礼
　次の皆様から、御入会、御入金を頂きました。（１月１日～３月20日）（敬称略）
　松尾　弘（矢筈山岳会）
� 御協力ありがとうございました。
� 　　　　　新潟県山岳協会　会　長　阿部信一・理事長　楡井利幸・総務委員長　宮崎幸司　

平成29年度賛助会員入会受付中　お申し込みは事務局へお願いいたします。


